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～はじめに～ 

 この度遠田商工会では、RESAS を活用した「人口推移・人口増減」、「地域経済循環図」、 

「産業構造マップ」について、美里町・及び涌谷町の分析を行いましたので、ご活用ください。 

 

＜RESAS とは＞ 

 経済産業省と内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局が無料で提供する産業構造や 

人口動態、人の流れなどの官民ビッグデータを集約し、可視化するシステムです。 

 

 RESAS : https://resas.go.jp/ 
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１．人口構成・人口推移 
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①美里町 

 

  ２０２０年と２０５０年を比較すると、全体的に人口は減少傾向にあり、特に年少人口が５４％近く、 

生産年齢人口は４４％近くと特に大きく減少することが見込まれる一方、老年人口は増加傾向にある。 

 

 

 今後の推移をみると、総人口は減少傾向にあり、年が進むにつれ、人口における年少人口と生産年齢人口の 

比率が減少し、老年人口の比率が増加傾向となっている。 
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②涌谷町 

 

 ２０２０年から２０５０年にかけて、年少人口においては約７１％、生産年齢人口においては約５９％と大幅な

減少が見込まれる。老年人口も減少傾向にあり、全世代的に人口減が進んでいくような状況。 

 

 

 総人口は減少傾向にあり、年が進むにつれて減少速度が増しており、それに呼応するように年少人口と生産年齢

人口の比率が減少し、老年人口の比率が増加傾向となっている。 
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２．人口増減 
  

＜用語解説＞ 

〇自然増減・・・死亡数と出生数の差による増減のこと。 
 

〇社会増減・・・転出数と転入数の差による増減のこと。 
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①美里町 

 

 ２０２０年頃までは老年人口の増加が続くが、それ以降は緩やかに減少に転じている。年少人口においては２０

３０年までに急激な減少となる状況。生産年齢人口においては、今後減少の割合が増加していく見込み。 

 

 

 総人口は減少傾向にあり、今後も減少していく見込み。その要因としては、出生数の減少と死亡率の増加が進ん

でいることが考えられる。転入と転出については、わずかに転出が多いものの、あまり差はない状況。 

 



7 

 

 

 

 

 

 人口は２０１１年から２０１６年にかけて転入による増加があったが、これは東日本大震災による被災地からの

移住によるものと考えられる。自然増減は年々増加している状況。 
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②涌谷町 

 

 老年人口の増加は２０２０年頃まで続くが、それ以降は緩やかに減少していく見込み。年少人口に関しては２０

３５年まで大きな減少が続く。生産年齢人口においては今後減少が少しずつ大きくなる見込み。 

 

 

 総人口は減少傾向にあり、今後そのスピードは増していく見込み。そして出生数、死亡数、転入数、転出数の全

てにおいて減少している。 
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 自然増減、社会増減共に減少傾向にあり、増加に転じる様子は見られない。 
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３．地域経済循環図 

 

 

 

 

 

 

 

  ～「地域経済循環率」とは～ 

生産（付加価値額）を分配（所得）で除した値であり、地域経済の自立度

を示している。（値が低いほど他地域から流入する所得に対する依存度が高

い。） 

 

ここでは環境省が提供している経年変化版地域経済循環分析自動作成ツール

による分析結果も掲載する。 

（ https://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html ） 

 

https://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
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①美里町 

 
 地域経済循環率は６０％ほどであり、他地域からの所得にやや依存していることがうかがえる。 
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経年変化版地域経済循環分析自動作成ツールによる分析結果は下記の通り。 
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②涌谷町 

 

 

 地域経済循環率は９０％を超えており、地域経済がほぼ自立できている状態であることが見て取れる。 
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経年変化版地域経済循環分析自動作成ツールによる分析結果は下記の通り。 

 

 


